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CNV（Contingent　Negative　Variation）測定の試み

　　森　　　二三男柴

（昭和48年10月31H受理）

An　Attempt　to　recording　CNV

　　　　Fumio　MoRi

（Received　October　31，　1973）

Abstract

　　　A　preliminary　experiment　was　conducted　to　investigete　the　effects　of　Stimuius－Response

relation　upon　CNV　by　means　of　simple　verbal　conditioning．　The　subject　was　a　healthy

student　and　the　recording　was　carried　out　using　a　13　channel　EEG　equipment　coupled　with

ATAC－501－！0　type　mini－computer．　During　the　experimental　series　a　fiash　light　was　used

as　the　stimuli　and　the　subject　was　reqired　to　count　the　number　of　flashes．

　　　One　hundred　responses　were　summed　up　for　each　of　the　average　responses．　The　results

were　obtained　in　the　form　of　evoked　potential　on　photographs　through　a　memoscope．　lt　is

assumed　that　the　CNV　appear　precisely　in　the　case　of　S，一S2－R　（R　：　verbal　counting）　only　and

thus，　it　is　necessary　to　design　the　trigger　device　according　to　this　data　and　to　examine　the

nature　of　CNV　more　exactly．

し ま　え　が　き

　／964年に，Walteri）らがCNV，　colltillgellt　negative　variationと名づける，頭船上の電位変

化を報告していらい，この波形をattentionやexpectationなどの心理的現象の研究における生

理・心理的なインデックスとしてとりあげようとする研究が，相次いでおこなわれてきた。神経

生理学ないしは電気生理学的な観点にたった研究も含めて，現在までにかなりの知見が提供され

ているにもかかわらず，基本的には測定技法の点でartefactualな面の除表について技術的困難

さを伴うことと，この波形自体の摺人差が多様で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　．．．．．．　1
あるために，多義的な考察や解釈がなされ，矛盾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一CNV一

した繍激されているように考えられる。　　　　　・11　　　N弓

　　この波形は，Fig．1の模式図に示すとおり，刺

激：Siを警告刺激（wa「ning　stimulus）とし，第2

刺激S2を命令刺激（imperative　stlmulus）として

ボタン押しなどの操作を被験者に要求した条件づ

けの際にあらわれると言われている。

　　この報告は，光フラッシュ刺激をS！とし，被

験者には，きわめて滋純な条件づけとしてフラッ

シュ圓数を数えさせ，刺激一反応間隔の変動が，
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Fig．　1 Schematic　diagram　of　CNV
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この波形にどのような影響を及ぼすかを明らかにするとともに，CNV測定をおこなう際に必要

なトリガー回路を設計製作するための資料を得るためにおこなわれた予備実験の結果を記載した

ものである。

2．　実　験　方　法

　被験者は，神経学的にも，脳波上にも異常の認められない健康な男子大学生であった。

　記録装置は，13チャンネル汎用脳波計を日本光電製ATAC－501－10型に，直結して，メモスコ

ープ上に記録される波形を写真撮影するようにしたが，その概要は前回の報告2・3）の通りである。

　実験手続きは，脳波計に付属するキセノン放電管フラッシュのせん光周波数を1Hzに設定

し，連続せん光刺激のみの場合，第2刺激があらわれる直前に回数をかぞえる場合，さらに第2

刺激があらおれた後で回数をかぞえる場合のおのおのについて，100回目つの加算平均をおこな

うようにプログラムを設定した。

　CNVの波形は，眼球運動によって影響を受ける面が強いと言われているが，この影響を排除

するため，被験者は閉眼のままで測定するようにしたが，電極はC、一P、間双極誘導（頭頂一後

頭結節）で，C、を関電極とし，左耳朶をアースした。

3．結果及び考察

　（1）imperative　stimulus（S2）をあたえない場

合。

　Photo．　Aに示す通り，光誘発反応成分のみが

みられ，いわゆるCNVは発現していない。この

反応波形をFig．2の模式図によってみると，

Fig．1と比較してP2－N2相がきわめて短時間で

終わっていて，negative　shiftが起きたとは認め

がたい。

　記録波形の平均振巾は約18μVであったが，

この図の縦軸にはメモスコープの目盛電圧値で示

した。

　（2）S2の直後に数えることを要求した場合。
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Photo．　A　Wave　form　in　the　case　of　no　imperative

　　　　stimulus．　case　（1）

　O　500　1000msFig．　2　Schematic　illustration　of　case　（1）
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Fig．　3　Schematic　illustration　of　case　（2）
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Photo．　B　Wave　form　in　the　case　of　（2）
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　Photo．　Bに示す通り，明らかにCNVがみら

れ，光誘発反応の潜時が伸びている。この波形の

模式図をFig．3に示したが，　P，一N2相が言語的

な操作反応とみてよいであろう。

　この反応の場合に，Iate　componentのPositive

phaseが，ある程度深く落ちこんでいるのは，特

徴的であった。また平均振巾は約20μVである。

　（3）S2の直前で数えることを要求した場合。

Photo．　Cに示す通りであった。この場合N2を

右へ移して強いてnegative　shiftを想定すること

も出来なくはないが，SrS2間のdurationが

1secであるから被験老は，おそらく繰り返し試

Photo．　C　Wave　form　in　the　case　of　（3）
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　　O　500　1000msFig．　4　Schematic　illustration　of　case　（3）

行中にSlを数えているような場合もあると考えられる（Fig．4）。

　imperative　stimulusを認知したことによって意志的働作を要求する作業で，直ちに陽性相へ移

行すると言われているCNVの一般的性状からみて，この場合は操作的反応の運動準備がS2の

出現する前にとられると同時に言語応答をしていなければならないことになり，これでは時間間

隔の関係から馬を右へ移行することが困難な状況にあると推定される。

　Adrianの記念シンポジウムにおいて，神経生理学におけるCNV研究の動向についての討論

が交わされたが，attentionに焦点をあわせた論文集として後に公刊されたMulhollland，　McCa－

llumらの報告4）では，心理的な刺激法に緻密な工夫をこらしたCNVの発現が認められている。

また，この波形が，精神障害の認められる患者には生起し難いことも報告された。

　一条ら5）は，被験者に予告なしにS2を除いてもしぼらく出現するが，　S2は出ないことを告げ

ると直ちに消失し，またS1－S2関係があいまいになると減少するというが，この実験において

も，ケース（3）の場合にこの事実が認められた。

　基本的には，光誘発反応と称せられる頭皮上誘導電極によって導出されたこの波形の心理的意

義6）については，刺激の大きさ，密度，あるいはパターンの相違等によってどのような対応関係

がみられるかについての資料が，今後累積されなければ解明困難と思われるが，当面の問題とし

て測定技法上条件づけ実験の手続きを，computer　programとして設定する際に，　S、一S2の最小

及び最大時間間隔を何msに決めるかを考察した。

　さきに例示した3例から，S2を500　ms，750　ms，1000　msの3種とすることにし，刺激の種類
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として光フラッシュのほかにtone　stimulusを加えてトリガーできるように工夫して製作するこ

とにしたが，補足的実験を考慮して！250msのS2も可能な回路とした。

　この装置によって今後なお詳細な検討をすすめる予定である。
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